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病自慢という言葉があります。年取ってきたら
人間どこらかしらガタがきます。同窓会などで、
おれはあそこが、おまえはそれくらいなら大した
ことないな、おれはこんなに大変だ、等々。
先日の日核春季大会半ば頃から、右目がうっす

らと白いもやが掛かったようになり、見にくく
なりました。週が明けて、仕事机のモニターに向
かっても右目がぼんやり。痛みなど付随症状はな
し。ネットで調べると、ぶどう膜炎？　などとい
ういやな言葉がでてきます。最初に目に入ったの
はベーチェット病。どきっとしましたが、他に症
状はないし、これではなさそう。サルコイドーシ
ス？　これはあり得るかも。他、原田病、よくわ
からん炎症。4–5日様子を見ても変化ないので、
本日眼科受診しました。最近の眼科は器械だらけ
ですごいですね。網膜とそのうしろのぶどう膜の
層構造が簡単に画像で出てきました。その他、他
の患者さん達と一緒に廊下の長いすで待機して、
いろんな装置で種々のデータを取っていただきま
した。眼底も広い範囲をオートで撮像するのです
ね。ここまでの検査で、硝子体混濁がありますね
えと、眼底は最後に先生がご自分の目で丁寧に再
度確認されました。結論は、加齢による硝子体剥
離ですと。網膜剥離には至っていないようでした
が、今後リスクが少しあり、しばらく経過観察と
相成りました。ここ数年、偏頭痛がでるは、帯状
疱疹になるは、膝が痛いは、やれやれです。
さて、「核医学」は 2013年に第 50巻をむかえ、

同巻第 4号に記念の短文を掲載いたしました。「核

医学」は病におかされたわけではありませんが、
論文発表の場としての役割の多くは ANMに移行
しており、この目的の役割は終えていると感じま
す。そうかと言って、和文論文掲載のニーズが完
全になくなった訳ではなく、症例報告の場として、
あるいは看護師などの方々の発表の場としての機
能を残すことが重要です。その方向として、「核医
学」を広報誌（ニュースレター）化し、論文掲載
機能は J-stageに移行することを数年前から提案し
てきました。論文（地方会・分科会などの抄録も）
を J-stageに掲載することにより、検索に掛かりや
すくなるなど、核医学のアピールに貢献してくれ
ることに加え、総合的に必要経費もいくらか圧縮
できるであろうと試算しています。本年 4月の理
事会で、これを最終的に了承していただきました。
今後、最終的な調整を行った後に、次年度から
そのような運用としたいと考えています。しばら
く混乱するかもしれませんが、長い目で見ればプ
ラスになるはずです。どのような組織でも、ずっ
と同じままでよいとは思いません。ANMがイン
パクトファクターを向上してきた要因の一つは、
種々の取り組みを行ってきて、会員の皆さんがそ
れに答えてくれたからであると思います。学会本
体も、近年対外的活動を活発化させることによっ
て、核医学の世界における我が国の存在感を強化
してきています。会員の皆様におかれましては、
「核医学」の変革にもご理解をいただきますようお
願い申し上げます。

（金沢大学　絹谷　清剛）　


